
 
「被災地に行って、この目で現実を見てみたい。」
「沖縄から様々な支援は出来るけれども、実際に被災地に行かなければならない。」
３月１１日の東日本大震災直後から、私の中でこの想いがずっとありました。
そんな想いのある中で、教会にボランティアツアー募集の告知が！！
「このツアーに参加したい！」とすぐに思いましたが、
仕事の関係で休みが取りにくい日程で、なおかつツアーに参加する経済的余裕もありませんでした。
さらに、体調もとても悪い状態で「無理だろうな」と諦めていました。
そんな中、経済的な援助が与えられ、休みが取れる状況も整えられました。
あとは、体調のことだけが気がかりでしたが「先の体調を考える前に、
今の整えられた状況に感謝して応募しよう。」と今回のボランティアツアーに参加する決断をしました。
 
出発の日。
体調はまだ悪く「この状態で参加してはかえって一緒に行かれる方、そして被災地で
私たちを受け入れて下さる気仙沼教会の先生に迷惑をかけてしまう。」
家を出る直前まで迷いがありましたが、那覇空港にたどり着くことができるのなら
「迷惑をかけてしまうかもしれないが参加しよう！」とまた決断し、気仙沼に行くことができました。
 
まず最初に飛び込んできた被災地の様子。
仙台空港の周りに積み上げられた瓦礫の山。テレビの中の出来事ではなく、目の前にある現実。
「これからの４日間、なにが待ち受けているのだろう？」素直な私の思いでした。
 
そんな思いのなか始まったボランティア活動。
最初の作業は支援物資を仕分けすることでした。
その時真っ先にきた思いが「祈られてる！」という思いでした。
作業前に特に体調のことを不安に思っていたわけではないのですが、
胸に「祈られている（私のために、私たちのために祈っていて下さる方がいる）」
という確信がきて、体調のことを全く気にしないで奉仕をすることが出来ました。
 
仮設住宅に入居され方への支援物資をお届けする奉仕。
沖縄からきた私たちに対する感謝の言葉。
ほんの少しでも被災された方のお役に立てればと思っていた私を励まして下さる「ありがとう」の言葉。
「避難所に５ヶ月いて、やっと仮設住宅に入れたけれども、ボケそうでよ・・・。」
と話してくれたおばあちゃんの言葉。
その言葉を聞いて、話す相手がいない状況を（話す相手、家族が亡くなったのか）聞いても
おばあちゃんの話をゆっくり聞いて上げられない私。

虚ろな目をしてオムツや子供服をたくさん抱えた女性の荷物をもって
その方の部屋まで運ぶことしかできない私。
 
町外れの仮設住宅に入居されたおばあちゃんが、タクシーを利用しなければ買い物にもいけない状況。

仮設住宅に入居したけれども、鍋も包丁もない地域。

中学校の校庭に建てられた仮設住宅から漂う夕ご飯の香り。

被災された方と接して感じた『そこに普通の生活が確かにある』といこと。
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破壊された街の浄化のための奉仕（気仙沼市街地周辺）。

完全に流された家・建物。――瓦礫もある程度撤去されて更地になっているけれども、
３月１０日まではあったはずのものがなくなっている事実。

半壊した家・建物。――地震・津波がくる直前まであった普通の暮らし。子供の賞状があって、
茶碗が散乱していて、好きな歌手のCDがあって、布団があって・・・・・
今の今まで生活してたところが、３月１１日からストップしていて、
でも、終わっているわけでもなく。

家の壁にペンキスプレーで「〇〇に連絡して！」と書かれたあとに連絡先が消されている家。
家族と連絡が取れて無事を確認出来たのか、
連絡して欲しい家族が亡くなってしまったので連絡先が消されたのか。

陸前高田市に行って・・・　　　　街が、丸ごと、無くなっていました。
わずかに街があった痕跡だけがありました。　「人」も「街」も無くなった状況。
私に何が出来るのか？　　　何をするべきか？　　何からやらなければいけないのか？　　　どうすればいいのか？
あまりにも大きな被害・必要に対して、無力で何もできない自分がいて、思考がストップしてしまいました。

ボランティア最終日の分かち合いにてー。
わずか３日間の奉仕でしたが、
その中で感じたことを気仙沼教会の臼井牧師先生を交えて分かち合う時間が与えられました。
今回参加した５人がそれぞれの思いを話終えて、臼井先生がおっしゃられました。
「祈ってください。」
それからご自身が献身されて今まで歩んでこられたのは、
「祈り」（とりなしの祈り）があったことを証ししてくださいました。
そして、「誰でも祈ることは出来るけれど、誰でも祈ることはできない。」と。

沖縄に帰ってきてー。
被災地の方々のために、亡くなられた方々のために祈りました。でも、祈らないときもありました。
自分の生活・都合で祈る時間も作れない自己中心的な思い。
「私には祈れない」　　被災地に行って現状を見・聞きしてきたのに祈る事のできない自分。
そんな自分が本当にいやになりました。
でも、神様はこんな自分を哀れんでくださり「祈り」を与えてくださいました。

私達は祭司という特権が与えられている～クリスチャンの特権～
神様が愛されているイスラエルのための祈り～イスラエルを祝福するものを私も祝福する～
私たちのリーダーのための祈り～国々のリーダーのための祈り～
前から、横田牧師先生を通して神様が私たちに語っていたこと（御心）を守らなかったことを
悔い改めるチャンスを、またヘンリー先生の預言を通して
「祈り」の力を神様があらためて教えてくださいました。
 　　私は今まで自分の力で祈ろうとしていました。でも、私にはその力がないことがわかりました。
その時初めて、心から祈る力を、聖霊様の祈りの力を私に注いで下さいと願い祈ることができました。

まだまだ小さな祈りですが神様から祈りの力、恵みを頂いて神様の御栄光がとこしえにあるように、
イスラエルの人々・イスラエルの地の祝福のために、被災された方々のために、
まだ救われていない多くの魂のために、イエス様の福音を証しできるように祈っていきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新里真人




























今回ボランティアに参加させてくださった神様に感謝します。
みなさんのお祈りによって、一人一人健康が守られ、心ひとつに仕えることが出来ました。
ありがとうございました。

実際に被災地を目の当たりにした時、言いようのない衝撃を繰り返し受けました。
地域によって被災状況は異なっていましたが、ほとんどが取り去られてしまった中に、
半壊した家屋、壁に残された津波の痕跡、
そして泥に半ば埋もれ散乱した生活用品などを見るにつけ、一層悲しく思えました。

重い現実に呆然とし、自分がどれほど役に立つのか無力感も感じましたが、
臼井先生が語られた「祈ることを続けてほしい」「祈りこそ力となる」という言葉に思いを新たにしました。

また、神の家族たちとの新しい出会いもありました。（国籍を超えて）　
神様によって結ばれているという実感を得た、素晴らしい体験でした。
小谷弘美
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ハレルヤ。
今回は金武教会のメンバー男性２人、女性３人(泡瀬教会より１人含む)という
バランスの取れたボランティアチームでした。
私はリーダーということもあり、前回とは違った緊張感がありました。
しかし、神様はすでに私の心を知っており、石塚多美子牧師先生を備えていて下さいました。
また、シンガポールからもボランティアチームが途中から加わり、
とても賑やかで楽しく国際交流が出来ました。

３日目、気仙沼漁港近くでのEM散布は、
クラッシュジャパンから大勢のクリスチャンボランティアと一緒に参加しました。
それぞれが祈りながらのEM散布でしたので、主の御業が起こることを期待しています。

今回で２回目の気仙沼でのボランティアの働きに行けたことに、真心から感謝いたします。
主に栄光がありますように。
小橋川安子
↑EM散布の様子
↓物資をお届けした
　　　仮設住宅の方と
↓臼井先生ご夫妻と
↑各地から届けられた
支援物資
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